
経営革新計画の御案内

中小企業等経営強化法に基づき千葉県知事が承認します。

千 葉 県



経 営 革 新 計 画 の 概 要
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経 営 革 新 計 画 の 要 件

中 小 企 業 等 経 営 強 化 法 に 基 づ き 、 企 業 の 皆 様 が 、 新 事 業 活 動 に チ ャ レ ン ジ す る こ と

で 経 営 力 の 向 上 を 目 指 し 、 そ の 経 営 力 の 向 上 ま で の 道 し る べ と な る 経 営 革 新 計 画 書 を

作 成 し て 知 事 の 承 認 を 得 る も の で す 。

こ の 計 画 書 は 、 今 後 の 経 営 の 方 向 性 な ど を 数 値 目 標 と し て 表 現 す る こ と が 必 要 で す 。

こ れ に よ り 経 営 者 が 漠 然 と 考 え て い た 将 来 像 が 明 確 に な り 、 従 業 員 と 考 え を 共 有 で き

る こ と で 、 従 業 員 の 士 気 向 上 や 企 業 の 活 性 化 に 繋 が っ て い き ま す 。

既 存 事 業 と は 異 な る 新 事 業 活 動 に 取 り 組 み 、 経 営 の 相 当程 度の 向 上 を 達 成 す る

内 容 で あ る 必 要 が あ り ま す 。 （ 事 業 期 間 3 ～ 5 年 ）
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新商品の開発又は生産

新役務（サービス）の開発又は提供

商品の新たな生産又は販売の方式の導入

役務（サービス）の新 た な 提 供 の 方 式 の 導 入

技術に関する研究開発及びその成果の利用その他

の新たな事業活動

新 事 業 活 動

「付加価値額」又は「一人当たりの付加価値額」

経 営 の 相 当程度 の向 上

次の2つの指標が相当程度向上することを言います。

「給与支給総額」

次 の い ず れ か に 取 り 組 む こ と を 言 い ま す 。

「給与支給総額」=役員報酬＋給料＋賃金＋賞与
＋給与所得とされる手当

「付加価値額」=営業利益＋人件費＋減価償却費
（リース料含む）

※自社にとって「新たな事業活動」であれば、既に他社において

採用されている技術・方式を活用する場合についても、原則と

して承認対象となります。ただし、業種ごとに同業の中小企業

で既に相当程度普及している技術・方式等の導入については

対象外となります。

事業期間
「付加価値額」又は

「一人当たりの付加
価値額」の伸び率

「給与支給総額」の
伸び率

３年 9.0 % 以上 4.5 % 以上

４年 12.0 % 以上 6.0 % 以上

５年 15.0 % 以上 7.5 % 以上



承 認 企 業 へ の 支 援 制 度
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千葉県（挑戦資金）や日本政策金融公庫（新事業活動促進資金）による低利融資

信用保証協会による別枠保証及び保証限度額引き上げ

低 利 融 資

信 用 保 証

販 路 開 拓

そ の 他

都市部への販路開拓支援事業（販路開拓コーディネート事業）

ビジネスフェア等展示会への出展等の助成（中小企業総合支援事業）

海外展開や投資による資金調達の支援制度

※ 経営革新計画の承認は融資等の支援策の利用を保証するものではありません。

支援制度ごとに審査などが別途必要になるので、利用の際は各実施機関にご相談ください。

承 認 ま で の 流 れ

計 画 の 作 成

計 画 内 容 の

確 認
計 画 の 完 成 県 で の 承 認

承 認 書 の

交 付

支 援 機 関 に 相 談

計画の完成した翌月に審査会で承認・不承認

を審査し、承認された場合は知事による承認

書を交付します。

県庁経営支援課が内容を確認します。

所要時間の目安：1～2ケ月

申 請 書 類 一 覧

申 請 書 様 式 及 び 記 載 要 領 等 は 、 県 の H P か ら ダ ウ ン ロ ー ド が 可 能 で す 。

（ h t t p s : / / w w w . p r e f . c h i b a . l g . j p / k e i s h i / k e i e i k a k u s h i n / s h i r y o u . h t m l ）

履歴事項全部証明書

確定申告書一式

申 請 書

決 算 書 事 業 案 内 書

誓 約 書役 員 等 名 簿 そ の 他 資 料

定 款 （法人の場合）

（個人の場合は住民票）

（最近2期分）

（最近2期分）

（会社経歴書・パンフレット等）

（図面、特許等）
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法 律 改 正 に 伴 う 変 更 点

令 和 ３ 年 度 の 法 律 改 正 に よ り 、 申 請 対 象 や 申 請 様 式 に 変 更 が あ り ま す 。

＜ 特 定 事 業 者 と し て 申 請 対 象 と な る 会 社 及 び 個 人 の 基 準 ＞

主 た る 事 業 を 営 ん で い る 業 種
従 業 員 基 準

（ 常 時 使 用 す る 従 業 員 の 数 ）

製 造 業 、 建 設 業 、 運 輸 業 そ の 他 業 種 5 0 0 人 以 下

卸 売 業 4 0 0 人 以 下

サ ー ビ ス 業 （ 下 記 以 外 ） 3 0 0 人 以 下

サ ー ビ ス 業 （ソフトウェア業、情報処理サービス業、旅館業） 5 0 0 人 以 下

小 売 業 3 0 0 人 以 下

※ そ の 他 組 合 も 一 定 の 要 件 を 満 た せ ば 対 象 に な り ま す 。

※ 常 時 使 用 す る 従 業 員 に は 、 事 業 主 、 法 人 の 役 員 、 臨 時 の 従 業 員 を 含 み ま せ ん 。

※ 新 制 度 で 対 象 外 と な る 中 小 事 業 者 は 令 和 5 年 3 月 3 1 日 ま で 経 過 措 置 と し て 申 請 が 可 能 で す 。

経 営 革 新 計 画 ガ イ ド ブ ッ ク

手 続 き の 詳 細 は 「 経 営 革 新 計 画 ガ イ ド

ブ ッ ク 」 に 記 載 し て い る の で 、 申 請 を お 考 え

の 方 は 必 ず ご 確 認 い た だ く よ う お 願 い し ま す 。

同 ガ イ ド ブ ッ ク に は 、 事 前 チ ェ ッ ク 及 び

承 認 審 査 の 主 な ポ イ ン ト や 、 申 請 書 の 具 体 的

な 記 載 例 等 を 記 載 し て い ま す 。

前 述 の 申 請 書 様 式 等 と 同 じ く 県 の H P か ら

ダ ウ ン ロ ー ド が 可 能 で す 。

h t t p s : / / w w w . p r e f . c h i b a . l g . j p / k e i s h i /

k e i e i k a k u s h i n / s h i r y o u . h t m l
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令和 3年度経営革新優秀企業表彰最優秀企業賞受賞

代表取締役 今井 靖彦 氏

【 取 組 内 容 】

建 築 用 鉄 骨 の 需 要 増 へ の 対 応 と し て 、

工 場 稼 働 率 の 向 上 と 遠 隔 地 に 建 設 す る

新 工 場 と の 連 携 し た 生 産 管 理 が 必 要 と

な っ て い た 。

そ こ で 、 最 新 の 溶 接 ロ ボ ッ ト の 導 入

と 、 各 工 場 の 生 産 状 況 等 を I o T に よ る

デ ー タ 連 携 等 に よ り 、 作 業 員 等 の 負 担

増 の な い 形 で の 生 産 性 向 上 を 実 現 し た 。

（ 計 画 期 間 H 2 8 . 6 ～ R 2 . 1 1 ）

鎌 ケ 谷 巧 業 株 式 会 社

業 種 ： 鉄 骨 製 造 業

所 在 地 ： 鎌 ケ 谷 市 東 初 富 6 - 7 - 2 0

資 本 金 ： 1 0 , 0 0 0 千 円

従 業 員 数 ： 1 2 0 名

承 認 年 月 日 ： 平 成 2 8 年 5 月 3 1 日

計 画 テ ー マ ： 最 新 設 備 導 入 と ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 に よ る

２ 工 場 一 体 管 理 体 制 の 構 築

世 の 中 が 目 ま ぐ る し く 変 化 す る 時 代 を

迎 え て い て 、 か つ て は 1 0 年 ス パ ン で 考 え

て い た こ と を 5 年 或 い は も っ と 短 い ス パ ン

で 考 え な け れ ば 時 代 に 取 り 残 さ れ て し ま う

と 感 じ て い ま す 。 経 営 者 が 会 社 を 存 続 ・ 発

展 さ せ 、 従 業 員 や そ の 家 族 を 守 る た め に は 、

広 い 視 野 を 持 っ て い ろ い ろ な 観 点 か ら 自 社

の 進 む べ き 方 向 を 決 め る 必 要 が あ る と 思 い

ま す が 、 環 境 変 化 が 激 し さ を 増 し て い る こ

と を 考 え る と 、 柔 軟 性 も 求 め ら れ て き ま す 。

企 業 を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 は 国 内 だ け を

見 る よ り も グ ロ ー バ ル な 視 点 で 見 る と よ り

激 し く な り ま す の で 現 状 は 国 内 に 限 っ た

事 業 を 展 開 し て い る 企 業 に お か れ て も 、

例 え ば 米 国 や 中 国 な ど の 動 き を 考 慮 し た

新 た な 展 開 を 検 討 さ れ る と 良 い と 思 い ま す 。

経 営 革 新 は 、 本 業 ＋ 何 か 新 し い こ と か ら

構 成 さ れ て い ま す の で 、 本 業 に お け る 自 社

の 強 み を 活 か し な が ら 新 た な 展 開 を 考 え る

い い き っ か け に な る と 思 い ま す 。 5 年 以 内

の 短 い ス パ ン で 作 成 す る 経 営 革 新 計 画 は

貴 社 の 進 む べ き 方 向 の 決 定 に 極 め て 有 効 と

考 え ま す 。

こ れ か ら 経 営 革 新 に チ ャ レ ン ジ さ れ る 経 営 者 に ア ド バ イ ス

本社及び主力工場外観

溶接ロボット

拘りの『巧』

全自動1次加工ライン
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令和 3年度経営革新優秀企業表彰優秀企業賞受賞

【 取 組 内 容 】

即 席 め ん 用 の 乾 燥 具 材 な ど へ の 異 物

混 入 防 止 に つ い て 、 糸 状 の ビ ニ ー ル

片 な ど の 軟 質 異 物 は 金 属 探 知 で 発 見 で

き ず 、 目 視 に よ る 選 別 が 必 要 で あ っ た

と こ ろ 、 近 赤 外 線 分 光 技 術 や Ａ Ｉ 技 術

を 応 用 し た 独 自 の 選 別 シ ス テ ム を

Ｊ Ｆ Ｅ テ ク ノ リ サ ー チ 社 と と も に 開 発

し 、 導 入 し た 。

（ 計 画 期 間 H 2 8 . 1 0 ～ R 2 . 9 ）

株 式 会 社 カ ナ ヤ 食 品

業 種 ： め ん 類 製 造 業

所 在 地 ： 旭 市 鎌 数 9 1 6 3 - 2 5

資 本 金 ： 1 0 , 0 0 0 千 円

従 業 員 数 ： 6 8 名

承 認 年 月 日 ： 平 成 2 8 年 ９ 月 2 ９ 日

計 画 テ ー マ ： 近 赤 外 線 分 光 技 術 を 応 用 し た 乾 燥 食 品 の 選 別

シ ス テ ム の 開 発
代表取締役 𫝶古 裕久 氏

何 度 も 推 敲 を 重 ね る と そ れ が 現 実 に な る

と い っ た 意 味 の 故 事 が あ り ま す が 、 事 業 計

画 書 を 何 度 も 書 き 直 し て 完 成 さ せ る と 実 現

可 能 性 の 高 い 計 画 に な っ て い き ま す 。 当 社

に は 中 期 5 カ 年 計 画 の 事 業 計 画 は 作 成 し て

い ま し た が 、 そ れ ら は ス ロ ー ガ ン 的 な 目 標

で あ り 、 社 員 に 方 向 性 を 示 す も の で あ り ま

し た 。

経 営 革 新 計 画 は 、 夢 と 具 体 的 な 将 来 像 を

戦 略 と 数 値 の 両 面 か ら 作 り 上 げ て い く 事 業

計 画 で あ り 、 少 し 背 伸 び し た 計 画 と す る

こ と で 、 本 気 目 線 で の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に

つ な が っ て い き ま す 。

補 助 金 申 請 を 有 利 に す る た め の 計 画 な ど 、

最 初 の 動 機 は 何 で あ っ て も 構 わ な い と 思 い

ま す 。 経 営 革 新 に 本 気 で 取 組 ん で 、 推 敲 を

重 ね た 事 業 計 画 づ く り を 実 施 す れ ば 、 皆 様

の 会 社 の 夢 の 実 現 を 近 づ け る こ と が で き

ま す 。 是 非 、 経 営 革 新 に 挑 戦 し て 夢 を 実 現

さ せ て く だ さ い 。

こ れ か ら 経 営 革 新 に チ ャ レ ン ジ さ れ る 経 営 者 に ア ド バ イ ス

検出困難だった微細な樹脂

異物をAIを駆使して検知

可視光センサー 近赤外線センサー

(毛髪異物を検知) (樹脂異物を検知)

1mm
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令和 3年度経営革新優秀企業表彰優秀企業賞受賞

株 式 会 社 福 富 製 作 所

業 種 ： 金 属 製 品 製 造 業

所 在 地 ： 旭 市 ロ の ５ ３ ７ 番 地

資 本 金 ： 1 0 , 0 0 0 千 円

従 業 員 数 ： 2 6 名

承 認 年 月 日 ： 平 成 2 8 年 1 0 月 2 7 日

計 画 テ ー マ ： I T を 活 用 し た リ フ ォ ー ム 用 特 殊 門 扉 の 生 産

プ ロ セ ス の 革 新 と 構 築

経 営 革 新 へ の 取 組 を 振 り 返 っ て み ま す と 、

も し も あ の 時 何 も や ら ず に い た ら 今 頃 ど う

な っ て い た の だ ろ う か と 考 え ま す 。 現 状

維 持 を 選 ん で い た な ら ば 、 き っ と 衰 退 の 道

を 歩 ん で い た こ と と 思 い ま す 。 皆 様 に 何 か

や り た い こ と が あ っ て 、 実 行 す る か ど う か

を 迷 っ て い る の で あ れ ば 、 経 営 革 新 に ト ラ

イ し て み る 価 値 が 十 分 に あ る と 思 い ま す 。

経 営 革 新 は 、 自 社 の 事 業 計 画 を 第 三 者 に 評

価 さ れ 認 め て も ら う 制 度 で す が 、 事 業 計 画

を 何 回 も 作 り 直 す こ と で 頭 の 中 が ク リ ア ー

に な り 、 数 値 目 標 も 明 確 に な っ て い き ま す 。

自 社 の 戦 略 を 数 値 と リ ン ク さ せ た 形 で 整 理

す る の が 経 営 革 新 の 特 長 で す 。 経 営 革 新 は

製 造 業 の た め の も の と い っ た イ メ ー ジ が

あ る か も し れ ま せ ん が 、 商 業 ・ サ ー ビ ス 業

の 方 に と っ て も 経 営 革 新 は 有 意 義 な 取 組

で す 。 迷 っ て い る の で あ れ ば 、 経 営 革 新 に

是 非 ト ラ イ し て み て く だ さ い 。

こ れ か ら 経 営 革 新 に チ ャ レ ン ジ さ れ る 経 営 者 に ア ド バ イ ス

代表取締役 石﨑 雅彦 氏

オーダー製造の“連動門扉”

【 取 組 内 容 】

オ ー ダ ー 門 扉 製 造 に お い て 、 従 来 は

手 加 工 が 中 心 で あ っ た と こ ろ 、 専 用 機

械 に よ る 自 動 シ ス テ ム 導 入 と タ ブ レ ッ

ト 端 末 に よ る 進 捗 管 理 に よ り 生 産 工 程

を 効 率 化 し 、 さ ら に 、 リ フ ォ ー ム 需 要

向 け と し て 既 存 の 他 社 レ ー ル へ の 自 社

製 品 設 置 を 簡 易 に で き る プ ロ セ ス を 構

築 し た 。 「 Ｒ Ｅ 門 扉 」 と し て 商 標 登 録 。

（ 計 画 期 間 H 2 8 . 1 1 ～ R 3 . 1 ）



※ 上 記 の ほ か 各 商 工 会 議 所 ・ 商 工 会 に お い て も 相 談 を 受 け 付 け て い ま す 。

支 援 機 関 名 所 在 地 電 話 番 号

( 公 財 ) 千 葉 県 産 業 振 興 セ ン タ ー

〒 2 6 1 - 7 1 2 3

千 葉 市 美 浜 区 中 瀬 2 - 6 - 1
W B G マ リ ブ イ ー ス ト 2 3 階

チ ャ レ ン ジ 企 業 支 援 セ ン タ ー

0 4 3 - 2 9 9 - 2 9 0 7

千 葉 県 よ ろ ず 支 援 拠 点

0 4 3 - 2 9 9 - 2 9 2 1

千 葉 県 中 小 企 業 団 体 中 央 会

〒 2 6 0 - 0 0 1 5

千 葉 市 中 央 区 富 士 見 2 - 2 2 - 2
千 葉 中 央 駅 前 ビ ル 3 階

0 4 3 - 3 0 6 - 3 2 8 2

千 葉 県 商 工 会 連 合 会

〒 2 6 0 - 0 0 1 3

千 葉 市 中 央 区 中 央 4 - 1 6 - 1
建 設 会 館 ビ ル 5 階

0 4 3 - 3 0 5 - 5 2 2 2

( 一 社 ) 千 葉 県 中 小 企 業 診 断 士 協 会

〒 2 6 0 - 0 0 1 3

千 葉 市 中 央 区 中 央 3 - 1 0 - 6
北 野 京 葉 ビ ル 3 階

0 4 3 - 3 0 1 - 3 8 6 0

相 談 ・ 申 請 窓 口

千 葉 県 商 工 労 働 部 経 営 支 援 課 経 営 支 援 班

相 談 窓 口

所 在 地 ： 〒 2 6 0 - 8 6 6 7

千 葉 市 中 央 区 市 場 町 1 - 1 （ 県 庁 本 庁 舎 1 4 階 ）

電 話 番 号 ： 0 4 3 - 2 2 3 - 2 7 1 2


